
表紙写真：タマネギ表紙写真：タマネギ 2026.1
vol.556

発行／西春日井農業協同組合　〒481-0033　愛知県北名古屋市西之保南若11番地

編集／企画管理部　☎0568ー23ー4001㈹　発行日／令和８年１月１日発行

新年のごあいさつ

令和7年度

　農産物コンクール

新年のごあいさつ

令和7年度

　農産物コンクール

JA西春日井広報誌

1
vol.556

2026

1
vol.556

2026

1
vol.556

2026JA西春日井広報誌JA西春日井広報誌

https://www.ja-nishikasugai.com/https://www.ja-nishikasugai.com/

ＪＡグループ愛知の頒布会

「2026 味のトラベル」
ＪＡの美味しさ定期便
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年
頭
に
あ
た
り
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
組
合
員
な
ら
び
に
利
用

者
皆
さ
ま
の
格
別
な
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
、
事
業
全
般
が
円
滑
に
推
移
し

て
お
り
ま
す
こ
と
を
衷
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
組
合
は
、
昨
年
３
月
に
組
合
設
立

50

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
組
合
員

を
は
じ
め
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
る

地
域
の
皆
さ
ま
や
関
係
各
位
の
ご
理
解

ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
今
の
世
界
情
勢
は
、
米
国

の
関
税
引
き
上
げ
の
影
響
を
受
け
、
景

気
の
減
速
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

堅
調
な
Ａ
Ｉ
関
連
投
資
な
ど
の
下
支
え

に
よ
り
急
激
な
変
動
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
国
内
で
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が

過
去
最
高
で
推
移
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
に
よ
り
活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
外
国
為
替
市
場
に
お
い
て

は
円
安
の
状
態
が
続
い
て
お
り
、
加
え

て
中
国
と
の
関
係
悪
化
が
大
き
な
不
安

要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
管
内
農
業
に
お
い
て
は
、
気
候
変
動

に
伴
う
猛
暑
に
よ
る
農
作
物
の
生
育
へ

の
影
響
や
肥
料
・
資
材
価
格
等
の
高
止

ま
り
も
あ
り
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
当
組
合
で
は
50

周

年
記
念
行
事
と
し
て
、
金
融
部
で
は
貯

金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、
営
農
部
で

は
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
購
入
助
成
や
生
前

整
理
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
企
画
管
理
部

で
は
、
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
記
念
誌

の
発
刊
及
び
記
念
品
の
配
付
、
管
内
二

市
一
町
へ
の
寄
付
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
・
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
組
合
員
の
意
見
を
事
業
運
営

に
反
映
す
る
た
め
の
地
区
座
談
会
や
地

区
別
代
表
者
集
会
は
も
と
よ
り
、
准
組

合
員
の
意
見
交
換
会
、
収
穫
体
験
、
料

理
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
開
催
を
取
り
や
め

て
い
た
農
業
祭
に
つ
い
て
は
、
北
名
古

屋
市
商
工
会
と
の
共
催
に
よ
り
、「
商
工

農
祭
」
と
し
て
新
た
に
開
催
し
、
組
合

員
や
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
自
己
改
革
の
実
践
を
支
え
る
持
続
可

能
な
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
向
け

た
店
舗
再
編
に
つ
い
て
は
、
昨
年
８
月

の
定
例
理
事
会
に
お
い
て
再
編
方
針
を

決
議
し
、
10

月
に
は
阿
原
支
店
管
内
の

正
組
合
員
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
今
年
９
月
の
再
編
に
向
け
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
組
合
員
な
ら
び
に
利
用
者
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
は
、
第
８
次
中
期
計
画

の
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
一
度
、
経

営
理
念
で
あ
る
「
基
本
を
大
切
に
、
さ

ら
な
る
信
頼
を
追
及
し
て
ま
い
り
ま
す
」

に
立
ち
返
り
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら

信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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ほ
か
職
員
一
同

令
和
７
年
度

農
産
物
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞
受
賞
者

愛
知
県
知
事
賞

石
黒　

鈜
俊
（
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
）
清
洲

愛
知
県
議
会
議
長
賞

小
崎　

政
雄
（
キ
ク
ナ
）　
　
　

春
日

愛
知
県
農
業
会
議
会
長
賞

星
野　

國
雄
（
ダ
イ
コ
ン
）　
　

春
日

西
春
日
井
市
町
会
会
長
賞

早
川　

雅
子
（
ニ
ン
ジ
ン
）　
　

春
日

西
春
日
井
市
町
議
長
会
会
長
賞

小
川　

栄
一
（
ハ
ク
サ
イ
）　
　

春
日

西
春
日
井
地
区
農
業
改
良
推
進
協
議
会
会
長
賞

早
川　

由
信
（
ダ
イ
コ
ン
）　
　

春
日

愛
知
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞

丹
羽　
　

聰
（
カ
ブ
）　
　
　
　

青
山

愛
知
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
経
営
管
理
委
員
会
会
長
賞

鈴
木　

利
彦
（
サ
ト
イ
モ
）　
　

春
日

愛
知
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
経
営
管
理
委
員
会
会
長
賞

安
井　

直
子
（
パ
セ
リ
）　
　
　

清
洲

愛
知
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
経
営
管
理
委
員
会
会
長
賞

柳
生　

証
一
郎
（
ミ
カ
ン
）　
　

春
日

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
愛
知
県
本
部
運
営
委
員
会
会
長
賞

日
下
部　

錠
一
（
カ
キ
）　
　
　

清
洲

西
春
日
井
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞

鈴
木　
　

正
（
レ
モ
ン
）　
　
　

清
洲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　
ＪＡ西
春
日
井
は
11
月
23
日、

北
名
古
屋
市
の
名
古
屋
芸
術
大

学
ア
ー
ト
ス
ク
エ
ア
と
文
化
の

森
で
北
名
古
屋
市
商
工
会
と
共

同
開
催
し
た﹁第
１
回
商
工
農

祭﹂に
お
い
て、令
和
７
年
度

農
産
物
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し

ました。

　
ＪＡ管
内
か
ら
前
回
を
大
き

く
上
回
る
２
６
５
点
の
農
産
物

が
出
品
さ
れ、姿
形
や
出
荷
規

格
等
を
基
準
と
し
た
審
査
に
よ

り、優秀賞
12点、優良賞７点、

優賞11点が選出されました。

　
大
勢
の
来
場
者
が
農
産
物
を

鑑
賞
し、力
作
の
数
々
と
栽
培

技
術
の
高
さ
に
関
心
し
て
い
ま

した。

　
出
品
さ
れ
た
農
産
物
は、展

示
終
了
後、西
春
日
井
福
祉
会

に
寄
付
し、利
用
者
の
給
食
食

材として活用されました。
西
春
日
井
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
　

丸

山

武

司

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

▲愛知県知事賞に選ばれた
　ホウレンソウ

▲出品物を見学する来場者 ▲審査の様子

▲西春日井福祉会へ出品物を寄付

丸山組合長と受賞者の皆さん▶

令
和
7

年
度
　
農
産
物
コ
ン
ク
ー
ル

23



　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
11

月
23

日
、
北
名
古

屋
市
の
名
古
屋
芸
術
大
学
ア
ー
ト
ス
ク
エ

ア
と
隣
接
す
る
文
化
の
森
に
お
い
て
、「
第

１
回
商
工
農
祭
」
を
北
名
古
屋
市
商
工
会

と
共
催
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
「
農

業
祭
」
に
あ
た
る
大
規
模
な
地
域
イ
ベ
ン

ト
と
位
置
付
け
、
多
数
の
職
員

が
参
加
。
農
産
物
コ
ン
ク
ー
ル

を
は
じ
め
、
地
元
農
産
物
や
加

工
品
の
産
直
販
売
や
米
の
つ
か

み
取
り
、
野
菜
の
詰
め
放
題
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
各
ブ
ー
ス
に
は
販
売
開
始
前

か
ら
行
列
が
で
き
、
昼
過
ぎ
に

は
用
意
し
た
商
品
が
ほ
ぼ
売
り

切
れ
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
、
今
後
も

各
関
係
機
関
と
連
携
し
て
地
域

農
業
の
振
興
と
地
産
地
消
の
促

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

ǳǢǾȇNEWS & TOPICS ǳǢǾȇ ǳǢǾȇ
　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
11

月
16

日
、
北
名
古
屋
市
の

名
古
屋
芸
術
大
学
ア
ー
ト
ス
ク
エ
ア
で
開
催
さ
れ

た
尾
張
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
北
名
古
屋
市
・

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
主
催
の
「
多
文
化
共

生
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
、
管
内
産
「
あ
い
ち

の
か
お
り
」
３
０
０
g
入
り
１
０
０
個
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
講
師
の
実
体
験
を
交
え
た
基
調

講
演
と
多
文
化
共
生
に
関
す
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
多
文
化
共
生
の
推
進

が
地
域
づ
く
り
の
重
要
な
視
点
と
な
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
が
寄
贈
し
た
米
は
、
記
念
品
と
し
て
受

付
で
来
場
者
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
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▲シンポジウムの様子

　
西
枇
杷
島
警
察
署
に
お
い
て
11

月
17

日
、
投
資

詐
欺
被
害
を
防
い
だ
と
し
て
、
西
春
支
店
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
詐
欺
の
手
口
は
、
Y
o
u
T
u
b
e
を
視
聴
し

て
い
た
被
害
者
に
著
名
人
を
か
た
っ
た
投
資
広
告

を
表
示
さ
せ
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
誘
導
し
た
の

ち
、
グ
ル
ー
プ
内
の
会
話
で
言
葉
巧
み
に
お
金
を

振
り
込
ま
せ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
原
支
店
長
に
感
謝
状
を
手
渡
し
た
小
林
署
長
は

「
支
店
長
自
ら
意
識
高
く
行
動
し
て
い
た
だ
き
非
常

に
あ
り
が
た
い
。
特
殊
詐
欺
も
増
加
傾
向
な
の
で
、

引
き
続
き
水
際
で
の
詐
欺
被
害
防
止
を
お
願
い
し

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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▲感謝状を受け取った原支店長と小林署長（左）

▼イベントの様子

　
営
農
部
は
11

月
15

日
と
16

日
、
北
名
古
屋
市
の

畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
会
を
開
き
、
２
日

間
で
全
６
回
、
合
計
29
組
110
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
は
大
き
め
の
サ
イ
ズ
が
一
株
に
５

個
ほ
ど
と
上
出
来
。
参
加
者
は
、
イ
モ
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
慎
重
に
ス
コ
ッ
プ
を
入
れ
、
土
の
感
触

を
手
で
確
か
め
な
が
ら
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
准
組
合
員
が
参
加
し
た
際
に
は
、
収
穫

体
験
の
前
に
企
画
管
理
部
の
職
員
が
准
組
合
員
の

役
割
説
明
や
生
産
者
紹
介
を
行
い
、
地
域
農
業
へ

の
理
解
促
進
と
地
産
地
消
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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▲大きなサツマイモに歓声を上げる参加者

　
開
発
相
談
課
は
、Ｊ
Ａ
西
春
日
井
設
立
50
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
10

月
か
ら
11

月
に
か
け

て
管
内
４
地
区
で
『
Ｊ
Ａ
生
前
整
理
セ
ミ
ナ
ー
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
相
続
準
備
の
一
つ
と
し
て
重

要
視
さ
れ
る
生
前
整
理
に
着
目
し
た
内
容
で
、
生

き
方
整
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
川
口
香
奈
さ
ん
が

講
師
を
担
当
。「
物
・
心
・
情
報
を
整
理
し
、
人
生

の
後
半
戦
を
豊
か
に
生
き
る
」
た
め
の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
の
活
用
法
や
作
成
時
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
講
師
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
資

料
で
配
ら
れ
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
さ
っ
そ

く
書
き
込
む
人
の
姿
も
。「
次
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
に

も
良
い
機
会
と
な
っ
た
」「
堅
苦
し
い
内
容
か
と

思
っ
た
が
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら
え
た
」

な
ど
感
想
を
話
し
ま
し
た
。
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▲セミナーの様子

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
、
管
内
の
生
産
者
で
構
成
さ

れ
る
西
春
日
井
園
芸
推
進
協
議
会
と
Ｊ
Ａ
西
春
日

井
産
直
部
会
の
会
員
に
、
農
作
業
用
軽
量
ハ
ッ
ト

合
計
４
０
０
個
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
は
、
地
元
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に

「
共
選
取
扱
品
目
の
契
約
販
売
拡
大
」
と
「
生
産
者

か
ら
喜
ば
れ
る
産
直
店
舗
づ
く
り
」
の
実
現
に
向

け
た
生
産
者
支
援
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、

Ｊ
Ａ
共
済
の
地
域
・
農
業
活
性
化
活
動
助
成
を
活

用
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
11

月
13

日
に
本
店
で
行
っ
た
寄
贈
式
で
は
、
生

産
者
を
代
表
し
て
出
席
し
た
三
宅
産
直
部
会
長
ら

に
丸
山
組
合
長
が
寄
贈
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。
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青
山
地
区
年
金
友
の
会
は
11

月
13

日
、
静
岡
県

浜
松
方
面
へ
の
日
帰
り
旅
行
を
実
施
し
、
会
員
37

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　『
う
な
ぎ
パ
イ
』
の
製
造
元
、
春
華
堂
が
発
信
す

る
浜
北
ス
イ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
ｎ
ｉ
ｃ
ｏ
ｅ
」

で
は
、
職
人
の
技
を
見
な
が
ら
ス
イ
ー
ツ
を
堪
能
。

昼
食
は
浜
松
の
老
舗
料
亭
「
聴
涛
館
」
で
ゆ
っ
く

り
と
至
福
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
食
後
は
浜
名
湖
畔
の
ミ
カ
ン
農
園
へ
。
参
加
者

は
思
い
思
い
に
ミ
カ
ン
狩
り
を
楽
し
み
、
産
地
の

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
甘
い
ミ
カ
ン
に
舌
鼓
。
グ
ル
メ
ツ

ア
ー
を
満
喫
し
ま
し
た
。
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▲聴涛館の前で記念撮影▲寄贈式に出席した三宅会長（右）と生産者の皆さん
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